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6 第9回 プラトン・シンポジウム 市民公開講座 プラトン哲学の現代的意義：『ポリテイア』(国家篇)を中心に
The 9th Symposium Platonicum of the International Plato Society

The Significance of Plato's Philosophy in the Contemporary World:Reconsidering the Politeia
開催日  2010年8月7日

企 画 岩 田靖夫 、三 嶋輝夫 、加藤信 朗、納富 信 留(国 際プラ トン学 会)

主 催  日本西洋古典学会、日本学術会議
共 催 慶應 義塾大学グローバルCOEプロ グラム 「論理と感性の先端的教育研究拠点」
講 演者  加藤信朗(首 都大学東 京名誉教授)、Livio Rosetti(University of Perugia、 国際 プラ トン学会元会長)、

岩 田靖夫(東 北大学名誉教授)、Luc Brisson(CNRS、 国際 プラ トン学会副会長)、

佐 々木毅(学 習院大 学)、 納富信 留(論 理 ・情報班)

 2010年8月7日 、プ ラ トンの 『ポ リテイ ァ」 を主題 とす る市

民公 開講座 が開催 された。 日本西洋 古典学 会 と 日本学術 会議が

主催 し、 当拠 点が 共催 した もの であ る。 この公 開講座 は、慶應

義塾 大学 で開催 されて いたIPS(lnternational Plato Society)

による学会最 終 日の行事 で もあ り、学者 ・研 究者 に加 え、市民

も多 く聴講 す る盛 況を見せ た。

 第一部 は加 藤信朗 首都大学 東京名 誉教授 による基調報告 か ら

始 ま り、そ こで は 『ポ リテイ ア』 とい う題 が どの ように訳 され

て きたかが概 観 され、現代 にお けるその 問題が提 起 された。続

い て、 当拠 点 論理 ・情報 班 の納富 信留 教授 に よる講 演 「『ポ リ

テイ ア』 の現 代 的意義 」 におい て は、 『ポ リテ イ ア』研 究 が21

世紀 におい て、 これまで とは一線 を画す段 階 に入 った こ とが強

調 された。S. R. Slingsに よるギ リシア語 テ キス トの新 校訂版 、

Mario Vegettiに よ る注釈 、 G. R. F. Ferrari 集 に よる研 究書 、

Melissa Laneや 佐 々木 毅 氏 に よ る受 容 史研 究 な ど、 世 界 の

様 々な国 において重 要 な成果 が生 み出 されてい るこ とが述 べ ら

れ た。

 第一 部最後 の報告 は、国際 プ ラ トン学会元 会長Livio Rosetti

教授 に よる 「プ ラ トンの 『国家 』 は論文 ではな い」 とい う講演

で あった。氏 に よれ ば、 プラ トンの 『国家』 は、既 に ア リス ト

テ レスの読解 がそ うであ った ように、多 くの時代 にお いてあ た

か もそ れが 「論 文」 で あ るか の よ うに扱 わ れて きた。 しか し

『国 家』 とい う複 雑 な構造 を もつ対 話篇 を、1つ の主 張 を持 っ

た 「論 文」の ように扱 うことは、多 くの重要 な点 を取 り逃 がす

ことになる。 フ ァー ス ト ・フー ドの流 儀の ように 『国家』 を扱

うのでは な く、ス ロー ・フー ドの流儀 に従 うかの よ うに、 じっ

く りと 『国家』 とい う 「対話篇 」が持 つ含蓄 を味 わ うべ きであ

る こ とが強調 され た。

 第二部 は岩 田靖 夫東北 大学名 誉教授 に よる 「ア リス トテ レス

政治思想 の現代 的意義一 プラ トン 『国家」 の思想 との対比 に

お いて」 と題 され た講演 か ら始 まった。氏 はプ ラ トンの政 治思

想 とア リス トテ レス のそれ を対 比 し、 い くつ かの 間題 提起 を行

った。 た とえばプ ラ トンの言 う 「哲 人王」 に よる政 治 は、王 以

外 の全 ての人 間(労 働者 等)か ら自律性 を剥奪 している こ とが

指摘 された。 プ ラ トンに よる政 治体制 と比較 され た うえで、 ア

リス トテ レス の政 治論 にお いて重 要 視 され るべ きは 「多 くの

人 々の合意(endoxa)」 で あ り、 この 点 こそ現代 にお いて受 け

継 ぐべ き 「遺 産」で ある ことが示 された。

 続い て国際 プラ トン学 会副会 長のLuc Brisson教 授 に よる講

演 「プラ トン 『ポ リテイア』 におけ る女性」が 行 われた。氏 に

よれ ば、国 を守 る 「戦士 」の グルー プに女性 を割 り当て るこ と

は、 当時の アテナ イ市民 た ちに とっては馬鹿 げた こ とであ った

が、 プ ラ トンに とって、男女 の違い は仕事 の割 り当て には影 響

しない もので あった。 さ らにプ ラ トンは、 国家 を導 く役 割 と し

ての哲 学者 のグ ループに も女性 の存在 を認 めて いた と思 われ、

「魂」 を重 要視 す るが ゆ え に女性 と男性 を同 じ水 準 に置 く点 に

おい て、現代 的 とも言え る議 論 を提起 していた のであ る。 ア リ

ス トテ レスや フェ ミニス トたち による痛烈 な批判 も考慮 の必要

があ るが、 プラ トンに よる先鋭 的 な水 準の議 論 を忘 れ るべ きで

ない こ とが示 され た。

 第 二部 最後 の報告 は、佐 々 木毅 学習 院 大学 教授 に よる講 演

「20世紀 政治 の中の プラ トン と 『ポ リテ イア』」で あった。氏 は

20世 紀 におい て、 プラ トンが どの よ うに政 治の文脈 で利用 され

て きたか を示 した。19世 紀以前 、 『ポ リテ イア』 は現実 の政 治

にか んす る含意 を持つ とは思 われ なか ったが、ニ ーチ ェやヴ ィ

ラモー ヴ ィッツの解釈 を経 て、 そ して第一次 世界大 戦 を契機 と

して、 プ ラ トンに よる共同体論 が注 目を集 め るこ ととなった。

やが てゲ オルゲ派の解 釈 を経 て、 プラ トンはナチ スの人種論 の

根 拠 と して も読 まれ る こ とに なっ たの であ る。 こ うした読解

は、後 のポパ ーに よるプ ラ トン批判へ と繋 がって ゆ くように思

われ るが 、 ファイ トや ク ロスマ ンによる複雑 なプ ラ トン評価 も

見 逃 されるべ きでは ない。 自由な金融 市場 の崩壊 が 、政府 に よ

る積極的 な介入 への道 を準備 して いる ように思われ る現在、 わ

れ われの 世界 もなお 「プ ラ トンの呪縛 」の圏 内か ら逃 れてい な

いので はないか 、 という点が指摘 され た。

 第三部 は、出席 した研 究者 ・一般参加 者 による質 問に対 して

講演 者が 答 える とい うかた ちで全 体討 論が行 われた。 「『ボ リテ

イア』 を どこか ら読み始 め るべ きか」、 「哲学者 や大学教 授 は良

い 政 治家 にな れる可 能性 はあ るか」等 々の質 問 が あ り、 研究

者 ・一般 参加者 と講i演者 との 間で活発 なや り取 りが な され た。

第 一部か ら第三 部 まで、 三嶋輝 夫青 山学 院大学教 授 に よる司会

の もとで シ ンポ ジウ ムは円滑 に行 われ 、市民 と研 究者 達 による

興味 深 い討論 を多 くの 人が共有 で きた と思わ れる。(鈴 木康則)

The gth Symposium Platonicum of the International Plato

Society,"The Significance of Plato's Philosophy in the

Contemporary World:Reconsidering the Politeia"was held
on 7th August,2010, at Keio University. Six lectures were

delivered by Shinro Kato, Noburu Notomi, Livio Rossetti,

Yasuo Iwata, Luc Brisson, and Takeshi Sasaki. They dis-

cussed the importance of the book Politeia, and presented

stimulating and enlightening interpretations, for both ex-

perts and the public. At the end of the symposium, a gen-
eral discussion was held between the speakers and the audi-

ence. Thanks to the lectures and an excellent chairmanship

of Teruo Mishima, we had a great opportunity to further

explore the world of Plato.
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